
１１月２日（木）朝、最後の全体練習を行いました。オ
ープニングは「開会のことば」「実行委員長あいさつ」「全
校群読」「各学年の発表紹介」「閉会のことば」を通して、
実行委員のアナウンスと動きを合わせたり、群読の全体で
メリハリをつける部分などを確認しました。エンデイング
も「開会のことば」「（各学年）感想発表」「全校合唱」「閉
会の言葉」まで通して、全体の流れを確認しました。各学
年の発表は劇が多いですが、民・童話あり、創作劇あり、
英語劇ありと、バラエティに富んでいます。どの学年も児
童の発達段階に応じて一人一人の持ち味を生かした素敵な
内容となっています。また、４年生は田村地区音楽祭、田
村市童謡唱歌音楽祭の合奏・合唱曲を発表しますので、皆
様、ご期待ください。

なお、常小まつり終了後、１１：１５頃からＰＴＡバザーが開催されます。今年は 65,000 円
の収益を目標としていますので、皆様どうぞバザー物品の購入にご協力をお願いします。
保護者の皆様には昨日配付したプログラム（実家庭）をお持ちください。また、朝夕寒さが
厳しくなっておりますので、気温に応じて防寒用具等も持参されるとよいかと思います。

明日、常葉運動場周回コース８区間（１３．７ｋｍ）をタスキでつなぐ田村市ビートル駅
伝大会が開催されます。本校より３チーム２６名が参加します。開会式は８：３０から常葉公
民館で、競技は小学生の部９：３０スタートです。皆様、地元開催の歴史ある大会ですので、
盛大な応援よろしくお願いします。
Ａ 中島 吉田 佐藤 渡邉 髙橋 松本 吉田 酒井
Ｂ 白石 渡邊 吉田 小山田 今泉 吉田 渡邊
今泉 渡辺

Ｃ 吉田 平澤 樽井 白岩 坪井 村上 吉田
白岩 渡邉
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■準特選 １年 浦山 豊さん 「 アランへ 」

※県で各学年 特選５名、準特選５名という上位の賞です。

○と ともに生きる子ども ○き きそい合う子ども ○わ わたしから行動する子ども



１０月、同窓会様より「名入れスリッパ」５０足

を寄付していただきました。人権教育公開が決まっ

た昨年度より計画的に購入しましたので、合計１０

０足となりました。歴史と伝統ある本校同窓会の皆

様のご厚意に感謝し、大切に使わせていただきます。

ありがとうございました。

福島県教育委員会では「家庭学習スタンダード」を策定し、

年内に小中学生がいる全家庭へ配布する予定であることが

報道されました。子ども達が自主的に学習に臨もうとする

意識を育むことは、確かな学力の育成に有効なだけではな

く、生涯にわたって学び続ける習慣づくりの基盤ともなり

ます。子どもの健全育成において学校と家庭が緊密に連携

することは必須であることから、各々の役割が以下のよう

に記されています。

【学校の主な役割や取り組み】

・目的意識を持たせる

・授業と家庭学習の連携

・学習法の指導

【家庭の主な役割や取り組み】

・心の支えとなる

・環境づくりを進める

・習慣づくりを支援する

昨年度、ふくしま文化芸術による子供の育成事業

に応募しましたところ 11 月開催が決定しました。
先月、福島県文化センターの担当者と打合せし詳細

が決まりましたので、お知らせします。

■期日 １１月２２日（水）

１０：５０ ～ １１：５０

■対象 全児童 於：体育館

■演奏者 佐藤 通弘 さん

※ 東京都町田市出身の佐藤さんは大学時代の乗船

実習の帰りに弘前の山田千里師の演奏を聴き衝撃を

受けて入門、その後師範となり国内外で精力的に演奏活動を行っておられます。

保護者・ご家族も観賞できますので、多数ご来場ください。（10:45分頃まで）


